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　その他、LONWORKSネットワーク
では、各LONWORKS機器の入出力（ア
ナログデータ、接点信号など）とノー
ドの入出力の対応付けをLONWORKS
のインテグレートツール（ECHELON
社製LonMaker）を使って行います
から、PLC上でプログラムを組むこ
となく、入出力データの対応付けを設
定できます。

2．LONWORKS 用
マスタカードの特長

　（1）入力ネットワーク変数512点、出
力ネットワーク変数512点使用可能
　入力ネットワーク変数16点または
出力ネットワーク変数16点が定義さ
れているファンクショナルブロック
（f bNVI［0 ～ 31］、f bNVO［0 ～
31］、図3）を入力、出力とも32ブロック

は じ め に

　前回に引き続き、ビルドアップ形の
BAコントローラ（以下、BA3シリー
ズ（図1）をご紹介をします。
　前回は、BA3シリーズの中核で
あるBACnet用 コントローラ（形式
BA3-CB1）をご紹介しました。BA3-
CB1はビルディングオートメーショ
ンに関わる各種監視・制御機能を搭
載していて、BACnet通信やI／Oカー
ドを組み合わせることによって、様々
な分散監視制御が行えます。
　ビルディングオートメーションにお
いてもオープンネットワークが普及
していて、すでに多くのネットワーク
用機器が使用されています。
　エム・システム技研では、コントロー
ラの応用範囲を広げるべく、コントロー
ラからそれらのネットワークのスレー
ブ機器に対してデータの収集監視ま
たは出力が行えるよう、各種ネットワー
ク用マスタの開発を進めています。
　今回は、ビルディングオー
トメーションで普及している
LONWORKSネットワークに対応した、

LONWORKS用 マスタカード（形式：
BA3-ML1）についてご紹介します。
　図2にBA3-CB1とBA3-ML1を組
み合わせた場合の構成例を示します。

1．LONWORKSとは

　LONWORKSは米国ECHELON社
によって開発されたインテリジェント
分散形のネットワークシステムに関
する技術で、ビルおよび工場のオート
メーション、ホームコントロール注1）、
電気／ガスのモニタリングなどの分
野で使われています。
　主な特長の一つとして、ネットワー
クの配線の容易さがあり、ツイストペ
ア線（線径0.5mm2 ）を使って通常の
渡り配線で最大長900m程度まで配
線できます。
　また、許容される配線最大長は短
くなりますが、配
線の途中で分岐
したり、ループ状
に使用すること
も可能です（フ
リートポロジー、
最大長500m）。
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図2　BA3-CB1とBA3-ML1の構成例
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図1　BA3シリーズの外観
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機器の入力ネットワーク変数と出力
ネットワーク変数を接続する際、1つ
のノードに接続できるノードは通常
は15ノードまでであるため、従来は
それを超えるノードとは接続できな
かったり、システムの構成を工夫した
り、特別なツールが必要だったりしま
した。
　しかし、BA3-ML1は接続可能
ノード数（アドレステーブル）を拡
張するためのプロトコルに対応し、
LonMaker上において、通常の操作
で最大65の異なるノードと接続でき
ます。

3．その他の仕様

　■ 動作環境
　●インテグレートツール：LonMaker 
Turbo Ed i t i o n Ver .3.2以降＋
LonMaker Turbo Service Pack1
以降）
　●リソースファイル：LonMark 
Resource File Ver.13以降

定義できるため、合計1024点分接続
できます。
　fbNVI、fbNVO上で定義されて
いるネットワーク変数注2）はそのデー
タフォーマット（ネットワーク変数の
型）を変更できるため、LONWORKS
機器の多様なデータ形式に対応でき
ます（データサイズが4バイト以内の
ものに対応しています）。
　BA3-ML1のネットワーク変数の
型の変更については、LNSプラグイ
ンソフトウェア（形式：BA3L1PLG）
を用意していますので、それをご利用
ください（図4）注3）。
　各ネットワーク変数は、周期的に1
変数ずつ順番に伝送していて、伝送
失敗時には次の周期で同一データを
再度伝送するため、データを確実に
伝送できます（1変数につき0.1秒ず
つ、間隔をおいて伝送します）。
　（2）接続（バインド）可能ノード数
65ノード
　LonMaker上で各LONWORKS

　●使用ニューロンチップ：FT3150
　●トランシーバ：FT-X1
　●ネットワーク変数：入力512点、
出力512点（アドレステーブル拡張に
より、1ノードに対して最大65ノー
ドまで接続可能）

お わ り に

　BACne t 用 コントローラと
LONWORKS用マスタカードを組み合
わせることによって、ビルオートメー
ションで普及しているLONWORKS機
器を活用でき、より充実した監視制御
が行えます。
　BA3シリーズをどうぞご活用くだ
さい。 ■

注1）ホームコントロール：家庭内に設置さ
れているエアコンや照明器具などを集
中的に監視・制御し、室温や湿度、照明
の自動調節などを行うこと。

注2）ネットワーク変数：LONWORKS
上 の1デ ータの伝 送 単 位です。
各デバイスが保持するデータ（温
度や電圧の値）毎にネットワーク
変数が割り付けられています。
他ノードに伝送する設定を行う場合、
入力データ（nvoValなど）と出力デー
タ（nviVal）をLonMaker上で接続す
ることにより、その伝送が行われます。
属性としてネットワークに対して送受
信の方向（nviまたはnvo）、データの
フォーマット（ネットワーク変数の型）
をもちます。

注3）LNS（LONWORKS Network Service）
プラグインソフトウェア：LonMaker
上にて使用するソフトウェアです。エ
ム・システム技研ホームページ（http://
www.m-system.co.jp）のダウンロー
ドメニューに追加する予定です。
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■fbNvi［0～31］ファンクショナルブロック

●ネットワーク変数

●コンフィギュレーションプロパティ

 タイプ
ネットワーク変数 { レンジ } 説　明
 { 初期値 }
 {Changeable Type}
nviVal［］ {} 他ノードから受信したデータ
 {0}

コンフィギュ 依存 タイプ
レーション ネットワーク {レンジ}  説 　明
プロパティ 変数 {初期値} 
  {SNVT_nv_type} nviVal［］のタイプを表示します。
SCPTnvType nviVal［］ {} LonMakerなどのツールで使用する
  {SNVT_asc_str} 項目です。 

fbNvi［0～31］（Object ID：33～64）

nv 516
～nv 531

nv 1012
～nv 1027

nviVal［0～15］
（Changeable Type）

Network Variables

Configuration Properties

nviVal［］：
　　SCPTnvType 変数の型の変更

図3　fbNVI［0～31］ファンクショナルブロック

図4　LNSプラグインソフトウェアの画面例
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は0〜1000Hzですが、不具合は820〜890Hzの間で
発生します。通常のパルスアナログ変換器では入力周
波数は0Hzからになると思いますが、状況を詳しく見
たいため、出力0〜100％に対応する入力周波数範囲を
800〜900Hzに設定できる変換器を探しています。適
当な製品はありませんか。

　デジタル設定形パルスアナ
ログ変換器（形式：MXPA）が
好適です。MXPAは各種の設
定を前面パネルで実施できる

自由度の高い変換器です。入力周波数範囲を設定で
きるため、オフセットのある周波数信号にも対応できま
す。今回の内容であれば、MXPAの入力周波数レンジ
（ITEM07）を“5：0〜1kHz”、出力0％対応入力周波数の
設定（ITEM08）を“0.800”、出力100％対応入力周波数の
設定（ITEM09）を“0.900”にします。この設定によって、
入力周波数800〜900Hzが0〜100％になり、出力とし
て設定したDC0〜10Vで出力されます。記録計として
は、チャートレス記録計（形式：73VR2102）の使用をご
検討ください。	 【薄木】

　2線式水位計からの信号
（DC4〜20mA）を取り込んで
デジタル表示することを考えて
います。なお、水位警報信号を

出力させるとともに、水位表示を見るだけで警報出力の
有無を確認できるようにするには、どのようにすればよい
でしょうか。

　デジタルパネルメータ（形
式：47DV）の採用をご提案し
ます。取り込む信号に対して
警報設定を行えば、警報接点信

号を出力させ、また警報判定により水位値の表示色を変
えることができます（たとえば正常時は緑色表示、警報
時は赤色表示）。また、47DVは信号値のバーグラフ表
示機構を備えているため、視認性の向上が可能です。な
お、47DVは2線式伝送器用電源（DC24V）を備えてい
るため、2線式水位計に対して別途ディストリビュータ
を設ける必要はありません。	 【林】

　工場で使用しているモータ
が、ある回転数のときに不具合
を起こしています。詳細を記
録するため、回転数をパルス

（周波数）で検出し、アナログ信号DC0〜10Vに変換し
てから記録計に取り込みたいと考えています。回転数

警報出力

デジタルパネルメータ
（形式：47DV）

DC4～20mA2線式
水位計

バーグラフ

図 1
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ITEM 変更 DATA 項　目
  07 2 0 ～ 7   入力周波数レンジ
           5：0 ～ 1 kHz（設定範囲0.000 ～ 1.150 kHz）
　      最小ステップ0.001 kHz
  08  2  0 ～     0 % 入力周波数設定
  1150 （単位、小数点位置はITEM 07 の設定範囲と同じ）
    （0 % 時の入力周波数を設定）
    （ITEM 09 より低い周波数に設定）
  09 2  0 ～    100 % 入力周波数設定
  1150 （単位、小数点位置はITEM 07 の設定範囲と同じ）
    （100 % 時の入力周波数を設定）
   （ITEM 08 より高い周波数に設定）

パルスアナログ
変換器

（形式：MXPA）

■ MXPAの設定内容

回転数
パルス

DC0～10V0～1000Hz

図 2
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　A、B 2系統の薬品を混合し
ているシステムにて、A系統の
薬品の割合が一定値を超えた
ら警報を出したいと考えていま

す。A系統＝0〜10 l ／m in（信号：DC1〜5V）、B系
統＝0〜10 l ／min（信号：DC1〜5V）という条件で演
算器を使い簡単な設備を組めないでしょうか。

　3入力デジタル式演算変換
器（形式：JFK）とデジアラーム
（形式：AS4V）の組合せで対
応できます。まずA系統とB系

統の混合で、A系統の割合は式1で表されます。	

この演算を行う変換器はJFKの付加コード「／8タイプ
（演算式＝除算と加算）」であり、具体的には式2に示すと
おりです。

図3に示すように、X1、X2としてA系統の信号を共に入
力接続し、X3としてB系統の信号を入力して演算させれ
ば、混合量中のA系統の割合が出力されます（今回は同じ
比率の信号なのでK0〜K3＝1、A0〜A2＝0％を設定し
ますが、入力信号の比率が違えばゲインとバイアスの値
を変えて対応できます）。この式で、たとえばA系統2.5 l
／m in入力、B系統5 l ／min入力の場合の比率は33％
になります（式3）。

JFKの出力をAS4Vに入力し、あらかじめ設定した基準
値を超えた際に警報接点信号を出力することができま
す。	 【松島】
＊デジアラームは（株）エム・システム技研の登録商標です。

　今回、一時的に炉の温度
データを採取する必要が生じ
ました。以前購入したPCレ
コーダ（形式：R2M-2H3）が

あります。また、事務所のPCまでの距離は約100ｍあ
ります。既設配線に使用していないシールド付より対
線（ツイストペア線）があるのですが、これを使用して
データ収集することは可能でしょうか。上位ソフトウェ
アとしては購入済みPCレコーダに付属のPCレコーダ
ソフト（MSR128-V5）を使用します。

　RS-232-C／RS-485コン
バータ（形式：R2K-1）を2台
追加することで対応可能です。
機器構成は、図4に示すように

現場側でR2M-2H3とR2K-1をRS -232-Cで接続
し、事務所側にもR2K-1を1台設置します。現場側の
R2K-1と事務所側のR2K-1との間はシールド付より対
線（ツイストペア線）で接続することで100m（最大500
ｍ）の伝送が可能です。事務所側ではPCとR2K-1を
RS-232-Cで接続してデータを監視できます。	【井上】

Q人2

Q人4

（最大
   500mまで）
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123
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コンバータ  
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100m

  RS-232-C
（ストレート
   ケーブル）
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   ケーブル） 熱電対

  PCレコーダ  
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  R2M-2H3）
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RUN
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図 4

デジアラーム
 （形式：AS4V）

  3入力デジタル式  
  演算変換器  
（形式：JFK）

A系統

DC1～5V
（0～100%）

警報接点

B系統

DC1～5V
（0～10　）

DC1～5V
（0～10　）

X1

X2 X0

X3

図 3

A系統＋B系統

A系統
… 式1

X0 ＝ 　 
K0（K1X1＋A1）

　＋A0
　　 （K2X2＋K3X3＋A2）

X0＝出力信号、X1～X3＝入力信号、K0～K3＝ゲイン、A0～A2＝バイアス

　　　　… 式2

X0 ＝ 　
1×（1×0.25＋0%）

　＋ 0％
　　 （1×0.25＋1×0.5＋0％）
 ＝ 0.333（＝ 33.3％） … 式3
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HMI統合パッケージソフトウェア 
SCADALINXproの
Webロガー対応について

　今回は、複数台のWebロガー（形式：
TL2□）を使用した集中監視システムの
構築が可能になったHMI統合パッケー
ジソフトウェアSCADALINXpro（形
式：SSPRO4）についてご紹介します。
　はじめに、「Webロガー」について簡
単にご説明します。Webロガーは、計
測信号を現場で直接収集して入力し、
そこで蓄積したデータをインターネッ
トを利用して伝送する現場設置形Web
対応データロガーであり、関連する主な
機能としては次の3つが挙げられます。
　① 収集・蓄積した現場データをパソ
コンのWebブラウザにて監視
　② 入力データを監視し、異常メッ
セージをEメールにてパソコンや携帯
に送信

　③ 蓄積したデータをFTPにてパソ
コンへファイル転送
　Webロガーのアプリケーション例と
しては、マンホールポンプの集中監視
や水道端末における水質の集中監視な
ど様々な分野で多くの実績があり、たく
さんのお客様にご愛用いただいていま
す。
　パソコンを利用してWebロガーを遠
隔監視する場合、インターネット網を介
してブラウザからWebロガーのIPアド
レスを指定して接続します。
　Webロガーとパソコンを1：1で使用
する場合には、そのままWebブラウザ
の機能を使って監視できます。しかし、
たとえば、マンホールポンプの遠隔監視
のように各地に分散して複数台のWeb
ロガーが設置されている場合には、ブ
ラウザを複数立ち上げるか接続を切り
替える必要があります。
　一方、同一グラフィック画面上で複

数のWebロガーの情報を一
括監視したいというご要望
や、複数の現場データを収
集して一元化した帳票を作
成したいなどのご要望があ
ります。
　これらを実現するために
は、今までは、Visual Basic
やC言語を使用してユー
ザーサイドでのアプリケー
ションソフトウェアの作成
が必要でしたが、今回、エム・
システム技研のHMIソフト
ウェアSCADALINXproで
一括監視することができる
ようになりました（図1参照）。
　SCADALINXproの場合、
Webロガーの瞬時値デー
タ・履歴（異常・運転・シス

テム）データ・履歴トレンドデータ・レ
ポート（日報・月報・年報）をテレコンポー
ネントライブラリ（形式：TL2COM）注1）

を使用しTL2 Serverで取得します。
TL2 Server と SCADALINXpro 
Serverの連携は「TL2Linx」注2）が行
い、SCADALINXpro Serverへ連
携されたデータをSCADALINXpro 
Browserで監視できます。TL2Linxで
は、TL2 Sever対応のTL2COMインタ
フェースとSCADALINXpro Server対
応のIPLinkインタフェース注3）を使用し
ています。
　Webロガーを使って集中監視するこ
とにより、各現場にデータ蓄積機能をも
たせたまま集中監視できるというメリッ
トがあります。
　上記のTL2Linxを使用することで、エ
ム・システム技研のHMIソフトウェア
SCADALINXproの機能がそのまま使
えます。Webロガー接続のサンプルプ
ログラムも用意していますので、必要な
場合は別途お問い合わせください。 ■

本稿についての照会先：

　（株）エム・システム技研
　カスタマセンター システム技術グループ
TEL：06-6659-8200

注1）TL2COM：Visual Basicに対応したコンポー
ネントライブラリソフトウェアと通信サー
バ（TL2 Server）で構成されています。

注2）TL2Linx：エム・システム技研がWebロガー
とSCADALINXproを接続するために開
発したアプリケーションソフトウェアで、
SCADALINXproの付属品として提供し
ています。

注3）IPLink：SCADALINXpro独自のTCP／
IPベースのネットワークプロトコルで、
SCADALINXproの機能の一つとして提
供しています。

＊SCADALINXproは（株）エム・システム技研が出
願中の商標です。

　 【（株）エム・システム技研
　 カスタマセンター システム技術グループ】
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図1　システム構成例（Ethernet対応Webロガーを
　　  使用し、ADSL回線を利用する場合）
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